
平成27年  6月 現行少年院法施行に伴い第１種少年院に指定

令和  3年  2月 新営工事完了

令和  4年  4月 少年院法の一部改正に伴い第５種少年院を併設

令和  8年  4月 長期及び短期処遇併設施設として運用開始

昭和27年  5月 「静岡少年院」に改称

昭和52年  4月 一般短期処遇実施施設に指定

平成  4年  4月 「駿府学園」に改称

昭和23年12月 本院昇格 「東海農芸学院」に改称

昭和15年 静岡少年保護協会「狩野修練道場」（旧少年
法の保護団体）として設立

昭和23年  9月 多摩少年院静岡出張所として発足

〒421-2118 静岡県静岡市葵区内牧118

TEL 054-296-1661

交通アクセス

◆自家用車の場合

新東名高速道路

新静岡ICから約１５分

◆バスの場合

静岡駅北口（地上）

⑨番乗場乗車

美和大谷線

「安倍口新田」下車

徒歩約１０分

（８００メートル）

少年保護事件の流れ

犯罪少年

触法少年

ぐ犯少年

検察庁

家庭

裁判所

少年

鑑別所

在宅

審

判

不処分

保護観察

少年院

児童相談所

駿府学園
Sunpugakuen Juvenile Training School

児童自立支援施設

児童養護施設

保護

観察

駿府学園とは

沿革

更生の若葉が芽吹く土壌を

地域と共に作り続ける

施設ビジョン

関東甲信越及び静岡県の家庭裁判所において、主に第１種少年

院送致決定を受けた１４歳以上の男子少年を収容する少年院です。

矯正教育課程として、社会適応課程Ⅰ（A1）、短期社会適応課

程（SA）、短期義務教育課程（SE）、保護観察復帰指導課程

（P1、P2）が設けられています。



 茶摘会

 バドミントン大会

 水泳大会

 駿府祭

 さつまいも掘り

 バレーボール大会

 ２０歳を祝う会

 学園祭

 卒業証書授与式

 起床・洗面・清掃等

 朝食・身辺整理・役割活動・自主学習

 読書・課題作成

 朝礼・午前の課業（職業実習、各種講座等）

 昼食・余暇時間

 午後の課業（特定生活指導、各種講座等）

 体育

 夕食・余暇時間

 職業生活設計指導・再非行防止講座

 ニュース視聴

 日記記入

 余暇時間（テレビ視聴）

 就寝

※平日の代表的な日課です。
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出院

短期処遇

自立した生活のための基本的な知識や生活態度を身に付け

るための指導を行っています。

（特定生活指導、個別面接、基本的生活訓練、保護関係調

整指導、マインドフルネス、SST等）

その他、年間を通して

保護者会、交流会、意見発表会、

社会貢献活動等を実施しています。

教育方針

◆在院者の年齢や特性に応じた矯正教育を通じて、健全な

価値観、規範意識及び社会生活を送る上での望ましい態

度・言動を身に付ける。

◆集団生活における他の在院者、職員及び外部講師との関

わりを通じて、適切なコミュニケーション力を養い、社会

性の伸長を図るとともに、良好な家族関係を築く。

◆早期から在院者の適正や能力に応じた生活設計の具体化

を図り、その達成に向け継続して努力する力を養う。

年間行事

１日の流れ

学園祭

長期処遇

入院

３級

おおむね１か月

２級

おおむね7.5か月

１級

おおむね２.5か月

出院

教育内容

生活指導

自立した社会生活を営むための健全な心身を育てることを

目的とした指導を行っています。

（体力テスト、持久走、水泳、バドミントン、バレーボール、

エアロビクス等）

体育指導

情操を豊かにし、自主性、自律性、協調性を育てるための

指導を行っています。

（役割活動、各種行事、交流会、各種講話、短歌指導、

社会貢献活動等）

特別活動指導

茶摘会

水泳大会

勤労意欲を高め、職業上有用な知識や技能を身に付ける

ための指導を行っています。

（職業生活設計指導、職業指導実習、コンピュータサービ

ス技能評価試験、建設業関連資格取得等）

職業指導

ICT技術科 生活関連サービス科 製品企画科

成年社会参画指導

義務教育や高等学校への進学等を希望する者に対する指導を

行っています。希望する者には、高等学校卒業程度認定試験

を受験する機会があります。

教科指導
バレーボール大会

「世界の料理デー」の夕食

入院から出院まで


